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1 . 緒 言

近 年 、 生 分 解 性 や 水 溶 性 ポ リ マ 一 、 な ら び
に 天 然 ポ リ マ ー の ブ レ ン ド 物 は 、 環 境 問 題 に
対 す る 複 合 材 料 や 新 た な 高 性 能 材 料 と し て 注
目 さ れ て い る 。 生 分 解 性 を 有 す る 数 少 な い 水
溶 性 合成 ポ リ マ ー の ー っ と し て 知 ら れ て い る 、
ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル を 主 成 分 と し た 天 然 ポ
リ マ ー と の プ レ ン ド 物 は 、 医 療 分 野 な ど へ の
応 用 が 期 待 で き る 。

本 研 究 は 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル (P VA) を
主 原 料 と し て 、 高 強 力 繊 維 な ら び に ブ レ ン ド
に よ る 新 規 繊 維 材料 の 開 発 を行 う こ と に あ る 。
こ れ ま で 、 ア タ ク チ ッ ク P VA(a-P VA) な ら び
に シ ン ジ オ タ ク チ ッ ク P VA(s -PVA) を 用 い て 、
絹 フ ィ ブ 口 イ ン と の ブ レ ン ド を 行 い 、 プ レ ン
ド 性 な ら び に ブ レ ン ド 物 の 熱 的 、 力 学 的 性 質
な ど を 調 べ て き た 1.4)。 今 回 は 、 a-P VA と ゼ ラ
チ ン と の ブ レ ン ド 物 の 諸 性 質 を 調 べ た 。

2 .  実 験 方 法

所 定 濃 度 の a・P VA 、 及 び ゼ ラ チ ン 水 溶 液 を
調 製 し 、 各 重 量 比 で 混 合 し た 。 こ の 混 合 水 溶
液 か ら P VAの 重 合 度 、 ブ レ ン ド 物 作 製 条 件 の
異 な る ブ レ ン ド ゲ ル 、 キ ャ ス ト フ ィ ル ム を 作
製 し た 。 ブ レ ン ド ゲ ル に 対 し て 、 試 験 管 倒 立
法 に よ る 融 点 測 定 、 ブ レ ン ド ゲ ル 乾 燥 物 に 対
し て 示 差 走 査 熱 量 測 定 、 混 合 溶 媒 へ の 浸 漬 、
ブ レ ン ド キ ャ ス ト フ ィ ル ム に 対 し て 光 学 顕 微
鏡 観 察 、 赤 外 吸 収 ス ペ ク ト ル 測 定 、 200'C で の
延 伸 、 強 伸 度 測 定 な ど を 行 っ た 。

3 .  結 果 と 考 察

a-P VA/ゼ ラ チ ン ブ レ ン ド ゲ ル の 融 点 測 定 に
お い て 、 P VA高 含 量 領 域 で 融 点 降 下 が 見 ら れ
た (F i g . 1 ) 。 ゼ ラ チ ン 高 含 量 側 で は 融 点 は ゼ ラ
チ ン の ゲ ル 化 に 依 存 し て い る が 、 P VA高 含 量
側 で は P VAの ゲ ル 化 が プ レ ン ド に よ っ て 抑 制
さ れ て い る 。

急 冷 、 ゲル 化 後 、 乾 燥 さ せ て 作 製 し た プ レ
ン ド ゲ ル乾 燥 物 の 融 点 に お い て 、 凍 結 乾 燥 さ
せ て 作 製 し た ゲ ル 乾 燥 物 の 融 点 の 方 が 高 く 、
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a-P VA/ ゼ ラ チ ン =80/20 で 僅 か で は あ る が 、 融
点 降 下 が 観 察 さ れ た (F i g . 2) 。 ま た 、 こ の ブ レ
ン ド ゲ ル 乾 燥 物 を 混 合 溶 媒 (H20/M 巴OH) に 浸
潰 し た 場 合 、 P VA 高 含 量 側 の ブ レ ン ド ゲ ル 乾
燥物 の 重 量損 失率 は 低か っ た (F i g . 3 ) 。 つ ま り 、
P VA の 物 理 架 橋 の 形 成 が 、 混 合 溶 媒 に 対 す る
安 定 性 を 増 加 さ せ た こ と を 示 し て い る 。
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Fig. 1 Relation betw民n melting temperature and 
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Fig. 3 Relation between th巴 loss of weight 
in mixed solvents and PV A cont巴nt
for the blends prepared 合om hydrogels. 

以 上 の こ と か ら 、 P VA 高 含 量側 で の 両 者 の
相 互 作 用 が 考 え ら れ る 。 こ れ は 両 者 に お け る
脱 水 に よ る 凝 集 の 度 合 い の 違 い か ら 生 じ る コ
ア セ ル ベ ー シ ョ ン で あ り 、 P VA- ゼ ラ チ ン 間 の
水 素 結 合 の た め と 考 え た 。

ブ レ ン ド キ ャ ス ト フ ィ ル ム に お い て 、 マ ク
ロ 相 分 離 ( 目 視 し て 確 認 で き る 相 分 離 ) 、 ミ ク
ロ 相 分 離 (顕 微 鏡 下 で 確 認 で き る 相 分 離 ) が 認
め ら れ た 。 ブ レ ン ド キ ャ ス ト フ ィ ル ム の 顕 微
鏡 観 察 か ら 、 キ ャ ス ト 温 度 に 対 す る 混 合 系 の
相 図 を 得 た (F i g . 4 ) 。 ま た 、 そ の フ ィ ル ム の 初
期 弾 性 率 は 混 合 比 に 依 存 せ ず 一 定 で 、 破 断 強
度 は 高 重 合 度 P VA の 高 含 量 側 で P VA と ほ ぼ 同
等 な 値 で あ っ た (F i g . 5 ) 。 延 伸 性 に つ い て も 同
様 の こ と が 言 え る 。 a-P VA/S F と a-P VA/ ゼ ラ
チ ン 混 合 系 の ブ レ ン ド キ ャ ス ト フ ィ ル ム の 力
学 的 性 質 を 比 較 す る と 、 a-P VA/ ゼ ラ チ ン 混 合
系 よ り a♂ VA/S F 混 合 系 の 方 が 、 破 断 強 度 、 延
伸 性 と も に 優 れ て い た 。 こ の 差 は S F 、 ゼ ラ チ
ン の 構 造 に 起 因 し て い る と 考 察 し た 。

4 . 結 論

ブ レ ン ド ゲ ル 乾 燥 物 に お い て 、 融 点 降 下 が
起 と っ て い る P VA 高 含 量 側 で 、 P VA の 物 理 架
橋 の 存 在 を 示 し た 。 P VA の 非 晶 部 分 と ゼ ラ チ
ン の 非 晶 部 分 が 相 容 、 ま た は 相 互 作 用 し て い
る と 考 え ら れ る 。 ま た 、 P VA と ゼ ラ チ ン の 脱
水 に よ る 凝 集 の 度 合 い の 違 い が 、 混 合 水 溶 液
中 で 作 用 し て い る と 思 わ れ る 。

ブ レ ン ド キ ャ ス ト フ ィ ル ム に お い て 、 a­
P VA/S F 混 合 系 の 実 験 、 特 に 力 学 的 性 質 の 比
較 か ら 、 P VA- S F 間 よ り P VA・ ゼ ラ チ ン 間 の 相
互 作 用 は 低 い と 推 測 し た 。
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Fig. 4 Phase diagram betw巴巴n casting t巴mperaωr巴
and PV A content obtained from microscopic 
observation of the blend films. 
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Fig. 5 Relation betw田n strength at  break and 
PV A content obtained from tensil巴 t巴st.
百le DP of PV A is 8400. 
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